
レポート№１　南海トラフ巨大地震に備える、型枠コンクリートユニッ
トで建築するRM造による防災・減災のための提案

令和６年１月
大野コンクリート株式会社グループ　

RM造型枠コンクリートユニット担当　大野由麻子

１）頻度と強度が高まる自然災害

2024年1月1日夕方、新年の幕開け早々に石川県の能登半島を震源にマグニチュード7.6の大地震

が発生した。最大震度7の激しい揺れが観測され、津波も発生した。石川県を中心とした地域で甚

大な被害が報告され、いまだその被害の全容は不明である状況が続いている。

ひとたび南海トラフ巨大地震が発生すれば、たちまち超広域にわたり甚大な被害の発生が想定

される。中部地方、近畿地方、四国地方、九州地方を中心とする超広域にわたる地域で、地震

動、液状化、津波による浸水及び火災等により、建物や資産、土地や交通施設等のインフラ・ラ

イフライン等が著しく損壊することが想定される。

このため経済的な被害の規模は、阪神・淡路大震災や東日本大震災等の既往災害を遥かに超え

るものと想定される。

（引用：令和元年６月　内閣府政策統括官（防災担当）『南海トラフ巨大地震の被害想定について』）

また、西日本地域の地震では未曾有の大災害であった阪神・淡路大震災においては、国・地方

自治体を通じて防災対策のターニングポイントとなり、以降様々な防災対策の整備・強化が図ら

れた。

（出典及び参考資料１：最近の主な自然災害について（阪神・淡路大震災以降） _ 防災情報のページ - 内閣府）

２）災害に強い構法であるRM造とは？

次のページの写真は、阪神・淡路大震災の際に被災した３階建て店舗付き住宅（RM造）であ

る。　（出典元：株式会社メーソンリービルダーHP）

　この建物は、震災と火災による延焼を受けているものの、周囲の建物の被災状況と比較してもほ

とんど被害を受けていないことがわかる。
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　そこで、弊社は多くの皆さまに災害時における型枠コンクリートユニットによるRM造の優位

性を提案したい。

型枠コンクリートユニットによるRM造は、型枠状に成型されたコンクリートユニット（ブロ

ック）の空洞部に縦横鉄筋を配置し、コンクリートを充填して一体化した壁式鉄筋コンクリート構

造のひとつである。

元来、壁式鉄筋コンクリート構造は耐震性や耐災害性にすぐれている高強度な構造である。ま

た、構造体がそのまま仕上げとなるRM造は、木造住宅とは異なり、防火性能のある仕上げで覆わ

ずとも耐火性能を有するので、外部からの火災にも耐えることができる。構造の制約上、大空間

の確保こそできないが、一般的な木造住宅と比べて、地震に対する建物の変形が少なく、瞬時の

倒壊を防ぐことが可能である。そのために、災害発生直後に建物の外に脱出するための時間を確

保することができる。

人命を第一に守ること、次に建物倒壊の危険を食い止めることで、室内の備蓄物資や設備の破

損等をも最小限にとどめることが、RM造に期待できることである。

【RM造で建築する建物の例】

🔹 避難場所に向かう前の一時避難場所として

🔹 非常時発電設備等の設置場所として

🔹 備蓄品等の倉庫として　
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🔹 木造住宅内部に設置されたシェルターとして

🔹 避難場所として利用される公民館等の公共施設として

３）組積造（メーソンリー）の種類とその耐災害性に関する比較検討
ここで、無補強メーソンリー造と、補強メーソンリー造並びに鉄筋コンクリートメーソンリー造

を比較した、阪神・淡路大震災発生より3か月後の被害実態調査報告を紹介する。

用語の説明
無補強メーソンリー（組積）造：レンガ積に代表される無筋の組積造。
補強メーソンリー造：ブロック塀の仕様に代表される空洞ブロックを使用した工法。縦筋箇所にモルタルを充填す
る。
鉄筋コンクリートメーソンリー造：いわゆるRM造のこと。型枠コンクリートブロック（ユニット）を使用し、空
洞部には縦横鉄筋及びコンクリートをフル充填する。

 
表２において無補強メーソンリー造は、半数以上の被災度が大破～倒壊となっている。

　メーソンリー（組積造）において無補強である場合は、関東大震災で指摘されたように非常に

脆く、耐震性の小さい構造であることが改めて実証された。

　次に補強メーソンリー造並びに鉄筋コンクリートメーソンリー造の調査結果をご覧いただきた

い。
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（表２、表３、表４出典：基盤整備センター　阪神地区のメーソンリー造の被害実態調査に参加して　

調査報告　ポリテクカレッジ福山（福山職業能力開発短期大学校）京牟禮実氏）

　
このように、調査報告によると補強メーソンリー造並びに鉄筋コンクリートメーソンリー造につ

いては、そのほとんどが無被害であるか軽微な被害状況である。

この調査報告により、RM造の耐震性・耐災害性について改めて実証されたのがわかる。

　弊社は、これからも防災・減災の観点からのものづくりを行い、耐災害性にすぐれたRM造を提

案し普及させることで、一企業として災害対策に取り組んでいきたい。

　これを機に、多くの皆さまに災害時における型枠コンクリートユニットによるRM造の優位性

を認識していただければと切に願う。

本日は最後まで読んでいただきまして誠にありがとうございました。

　この度の石川能登半島地震において、亡くなられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災

された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
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